
磐田市民文化会館「かたりあ」

開 幕

特集

優れた文化芸術に触れ、さまざまな活動の拠点として誰もが利用
できる「かたりあ」が 7 月 30 日㈯にオープンします。

問文化振興課☎ 0538-37-8550　FAX0538-37-5056
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「
語
り
合
う
(
か
た
り
あ
う
)、
語
り

合
え
る
(
か
た
り
あ
え
る
)」。
そ
の
言

葉
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
か
た
り
あ
」

は
、
市
民
文
化
会
館
の
愛
称
で
す
。

　

こ
の
愛
称
に
は
「
人
々
が
演
奏
や
演

劇
を
楽
し
み
、
そ
の
感
動
を
心
ゆ
く
ま

で
語
り
合
え
る
こ
と
を
願
っ
て
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
言
葉
通
り
、
訪
れ
た
人
々
が
語

り
合
え
る
空
間
が
、「
か
た
り
あ
」
に

は
存
在
し
ま
す
。

一
体
感
の
あ
る
文
化
ゾ
ー
ン
を
創
出

　

「
か
た
り
あ
」
が
誕
生
し
た
エ
リ
ア

は
、
主
要
幹
線
道
路
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
、
周
辺
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
や

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と
、
新
造
形

創
造
館
な
ど
、
文
化
的
施
設
が
集
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
「
か
た
り
あ
」

が
加
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人

が
集
い
、
一
体
感
あ
る
文
化
ゾ
ー
ン
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ホール

中楽屋 3 階ホワイエ リハーサル室

かたりあ
人々が演奏や演劇を楽しみ

その感動を心ゆくまで

語り合えることを願って

磐田市民文化会館
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穏やかな光が差し込む交流ロビー

磐田市民文化会館「かたりあ」

磐田市上新屋 678-1

☎ 0538-37-8550

℻ 0538-37-5056

開放感あふれる交流ロビーの大

部分を占めるコンクリート。そ

のモノトーンの空間の中に、ベ

ンチやテーブルなどに用いられ

ている木材、外からのノースラ

イト（北側から差し込む穏やか

な日の光）がコントラストとな

り、単調な色合いにアクセント

を付け、独特の世界観を作り出

しています。

創造活動室 1 アーティストラウンジ

合計で 1,508 席あるホールは、

圧巻のスケールを誇るだけでな

く、県西部地域においてアクト

シティ浜松の大ホールに次ぐ 2

番目の規模となっています。

また、親子席 (16 席 ) と車い

す席 (8 席 ) が設置されており、

子どもからお年寄りまで、誰も

が安心して鑑賞することができ

ます。

迫力のあるホール

木
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
て

　

館
内
の
随
所
に
あ
し
ら
わ
れ
た
木
材

や
木
目
調
の
壁
面
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
無
機
質
な
造
形
と
調
和
し
、
洗
練
さ

と
温
か
さ
が
絡
み
合
っ
た
心
地
良
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

「
か
た
り
あ
」
の
ロ
ゴ

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、「
語
り
合
う
場
所
」

と
い
う
こ
と
か
ら
吹
き
出
し
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
建
物
の
外
観
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央

部
に
「
カ
」
の
文
字
を
忍
ば
せ
た
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。 
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老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
建
て
替
え
を
決
断

　

今
之
浦
に
建
設
さ
れ
た
旧
市
民
文
化
会

館
は
、
昭
和
54
年
に
建
設
か
ら
約
40
年
が

経
過
し
て
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
本

市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
、

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
未
対
応
な
ど
の
課
題
か
ら
、
移

設
に
よ
る
建
て
替
え
を
決
断
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

県
西
部
を
代
表
す
る

文
化
ホ
ー
ル
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　

近
年
、
財
政
面
や
運
営
面
な
ど
か
ら
閉

館
や
規
模
縮
小
に
よ
る
建
て
替
え
が
全
国

的
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
大
規
模
な
コ
ン
サ
ー

ト
や
演
劇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

に
対
応
可
能
な
1
5
0
8
席
の
ホ
ー
ル
と

し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
座
席
と
し
ま
し
た
。

感
じ
て
ほ
し
い
、
音
の
広
が
り
と
残
響

　

扇
型
に
開
い
た
ス
テ
ー
ジ
か
ら
客
席
へ

連
続
性
の
あ
る
多
面
体
形
状
は
、
音
を
拡

散
さ
せ
な
が
ら
豊
か
な
音
の
広
が
り
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
に
ふ
さ
わ
し
い
残
響

を
生
み
出
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
の
顔
、
緞

ど
ん
ち
ょ
う

帳

　

舞
台
と
客
席
を
仕
切
る
緞
帳
。
し
か
し

緞
帳
は
、
開
演
ま
で
の
間
や
幕ま

く

間あ
い

な
ど
、

観
客
の
目
に
長
く
触
れ
る
た
め
印
象
に
残

り
や
す
く
、
会
館
の
「
第
2
の
顔
」
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
館
の
緞
帳
は
、
美
し
い
海
の
青
、
豊

か
な
自
然
の
緑
、
人
々
の
情
熱
の
赤
な
ど
、

本
市
の
市
章
色
を
メ
イ
ン
に
使
い
、
そ
の

上
に
翼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ン
を
重
ね

る
こ
と
で
、
新
し
い
時
代
へ
向
か
っ
て
い

く
羽
ば
た
き
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
ン
の
重
な
り
合
い
は
、
人
々
の
交
流

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
緞
帳
の
製
作
に
は
、
個
人
や
法
人
、

募
金
箱
で
集
ま
っ
た
1
5
6
0
万
7
6
8
2

円
の
寄
付
金
の
一
部
が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　

文
化
に
携
わ
る
人
の
思
い
、
思
い
や
り

を
継
承
で
き
る
の
は
人
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
会
館
で
培
っ
た
き
た
運
営
手
腕
、
お
も

て
な
し
の
心
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

磐
田
の

文
化
を

　

り
が
な
)、
応
募
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

電
話
番
号
を
記
入

　

※
車
椅
子
で
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　
　

「
内
、
車
椅
子
○
席
希
望
」
と
記
入

○
電
子
申
請

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　

下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　

「
開
館
記
念
式
典
申
込
フ
ォ

　

ー
ム
」
で
申
し
込
む

▼
そ
の
他　

7
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
参
加

　

の
可
否
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
座
席
の

　

番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

　
問○
文
化
振
興
課

　

☎
0
5
3
8

-

37

-

8
5
5
0

　

℻
0
5
3
8

-

37

-

５
０
５
６

▼
と
き　

７
月
30
日
㈯

　

開
場　

午
前
10
時
30
分　

開
演　

11
時

▼
と
こ
ろ　

磐
田
市
民
文
化
会
館
(
上
新

　

屋
6
7
8
番
地
１
)

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

▼
定
員　

 

2
5
0
人
程
度

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費　

無
料
(
全
席
指
定
)

　

※
未
就
学
児
の
ご
同
伴
・
ご
入
場
は
ご

　
　

遠
慮
く
だ
さ
い

▼
応
募
方
法　

６
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬
(
は

　

が
き
の
場
合
は
15
日
㈬
必
着
)
ま
で
に

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ

　

さ
い

○
往
復
は
が
き

　

参
加
希
望
者
(
2
名
ま
で
)
の
氏
名
(
ふ

開館記念式典参加者募集

継
承
す
る
た
め
に

磐田市文化会館
建設検討委員会会長
を務めていただいた

浅
あさ

羽
ば

 浩
ひろし

さん

　
「

か

た

り

あ

」

の

主

な

魅

力

は
、

約

１
５
０
０
席
の
ホ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
、
首

都
圏
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
本
物
の
舞
台
芸

術
を
磐
田
市
で
も
鑑
賞
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
の
「
本
物
の
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
」
が
会
館
の
在
り
方
を
一
緒

に
検
討
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
の
一
番
の
思
い

で
し
た
。
こ
の
規
模
の
会
館
は
県
西
部
で
最

大
級
で
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
座
席
、
広
い
リ

ハ
ー
サ
ル
室
、
多
様
な
利
用
が
可
能
な
創
造

活
動
室
な
ど
、
全
て
が
利
用
す
る
人
の
こ
と

を
考
え
た
施
設
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
鑑

賞
し
た
こ
と
、
創
造
し
た
こ
と
が
市
民
の
皆

さ
ん
の
豊
か
な
生
活
や
磐
田
市
の
文
化
の
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
館
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま

た
市
内
外
の
方
々
に
広
く
親
し
ま
れ
、
末
永

く
愛
さ
れ
続
け
、
そ
し
て
愛
称
に
も
あ
る
よ

う
に
感
動
体
験
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

新
し
い
文
化
芸
術
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。



EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
磐田市民文化会館「かたりあ」で今後開催予定のイベン磐田市民文化会館「かたりあ」で今後開催予定のイベン

トをご紹介します。トをご紹介します。

８月２日㈫
　人間国宝の野村万

まん

作
さく

さんと野村萬
まん

斎
さい

さん、野村裕
ゆう

基
き

さ

ん親子 3 代を迎え、開館を祝う記念公演（こけら落とし）

を行います。

　野村萬斎さんの演目「三
さん

番
ば

叟
そう

」は、日本芸能の真髄と

いうにふさわしい、格式とダイナミックな躍動感を合わ

せ持つ舞です。野村万作さん、野村裕基さんの「二
ふたりばかま

人袴」

は、明るくめでたさのある演目です。どちらも開館を祝

うのにふさわしい舞台となっています。

　今月号の広報クイズでは、記念公演のペアチケットを

3 名様にプレゼントします。応募方法など詳しくは 20

ページの広報クイズをご覧ください。

　日本の伝統芸能である狂言を磐田市で鑑賞できるまた

とないチャンスです。ぜひご応募ください。

東京フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン交響曲「第九」市民合唱付
本公演に向けて募集した市民合唱団と、首席指揮者の

アンドレア・バッティストーニ氏率いる東京フィルハー

モニー交響楽団、磐田市出身

のソプラノ歌手、中井奈穂さ

ん他3名のソリストを迎えて、

ベートーヴェン作曲交響曲第

9 番『第九』を演奏します。

９/23 10/21

2023 年（令和 5 年）３/21

劇団四季ミュージカル　

『ロボット・イン・ザ・ガーデン』

壊れかけたら、直せばいい。
家族の絆も、ロボットも。

劇団 SPAC
「ペール・ギュント」

壮大な音楽と巧みな

仕掛けの舞台装置。

出演者たちによる大

編成の打楽器演奏が

全編に繰り広げられ

る、宮城聰演出の「祝

祭音楽劇」です。

イギリスの作家デボラ・インストール

によって生まれ世界各国で多くのファ

ンに愛される小説を、劇団四季がオリ

ジナルミュージカルとして舞台化しま

した。あなたもロボットと、心温まる

旅に出かけてみませんか？

各公演の内容やチケットの販売方法など各公演の内容やチケットの販売方法など

詳しくは、 市ホームページ （ページ番号 ：詳しくは、 市ホームページ （ページ番号 ：

1002895） をご覧いただくか、 磐田文化1002895） をご覧いただくか、 磐田文化

振興会 （☎ 0538-37-8551） へお問い振興会 （☎ 0538-37-8551） へお問い

合わせください。合わせください。

ⓒ橋本武彦

ⓒ上野隆文 ⓒ上野隆文




